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１．はじめに
　本学では、希望する学生を対象に、日本語教員養成講座を開講している。1 年次
あるいは 2 年次から関係科目の授業を受け、それらを履修し、単位を修得した学
生が、4 年次に行われる日本語学校での教育実習に進むことができる。学生は、指
定された一週間、日本語学校へ通い、現場の教職員や留学生から多くを学ぶことに
なる。日本語学校での進め方と大学での勉強には多くの違いもあり、学生は、大学
で学んだことを生かす場とする一方で、理論と現場との相違や、さまざまな指導法、
対応の仕方などを知ることにもなる。筆者は、教育実習に焦点を合わせつつ、しか
し、教育実習が学生にとって、養成講座のゴールの一つではあっても、日本語教員
としての最終ゴールではないことから、教育実習先での進め方を最終目標にするこ
ともできないという点で、実習でも、また卒業後就職した日本語教育機関等でも生
かすことのできる内容を、最大公約数的に指導することとなる。さらに、大学での
授業担当者として、実習へ行く学生だけに目を向けるのではなく、実習が滞りな
く進むよう、常に実習先の教員との連携を大切にしたいと考えている。だが、毎年、
実習に送り出す前までに、どこまで定着し実習に結びつく指導ができているのか、
また、実習先の教員との共同歩調がどの程度とれているのかという懸念がある。
　そこで、関係者にアンケートを行い、実際に教育実習に携わっている教員の意向
を知り、今後どのように、大学での授業のあり方を考えていけばいいのかを探るこ
ととした。その結果、特に、大学での文法指導、実習中の学生同士の人間関係等に、
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実習担当者の、実習前後での意識の変化があることが判明した。これらの結果を踏
まえ、今後の教育実習に向けて、大学内においてより多方面からの指導ができるよ
う、邁進していきたい。
　なお、本稿において、同一対象を指してはいるが、大学で学んでいる時期にある
者を学生、教育実習を行っている期間の者を実習生としている。
２．先行研究および本学の実情
　日本語教育実習については、教師トレーニングにはじまり、そこから、教師の成
長への転換、自己研修という考えが生まれた。やがて、同時多発的に事象が発生す
る教育現場に対応することのできる教員としての能力を養成するためには、内省す
るという作業を行いながら教育実習に臨むことが有効である、ということが、岡崎
（1997）で論じられている。それ以降、多くの、内省という理念に基づく教育実習
についての実証研究が行われている。
　また、岡崎（2000）には、日本語教育実習の前に教案の書き方や文法の説明の
仕方を学びそれらを滞りなく進めることを目的とした教育実習は、「パフォーマン
スの場」であり、「成果の発表の場」とある。一方、「実習で学ぶべき最も重要な点
は教え・学ぶ場を丸ごと経験すること」であり、「丸ごと経験するとは、学習者と
のやりとりを通して学習者の内部世界に入り込む体験をする」こと、そして「教師
としての自分の中に予めあるものを学習者に分け与えるというより、学習者と共に
対象を見て、感じて、考える」ことであるともしている。現在多くの日本語教育実
習の現場では、多くが「クラフトモデル」と「応用化学モデル」が採用される傾向
にあるが、後者の理念は、そのどちらでもない、「内省モデル」を用いている。「ク
ラフトモデル」と「応用化学モデル」は、成長のための原動力を、外部に求める
のに対し、「内省モデル」は、その力を実習生個人の内部に求められるとしている。
「内省モデル」という理念は、現在の日本語教育実習の現場で行われているものを
超えるものであると考えられる。しかし、現在、本学で行われている教育実習とそ
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の事前準備は、「クラフトモデル」や「応用化学モデル」に基づくものである。「内
省モデル」という理念も今後の、本学での指導方針の礎としつつ、今回は、現状の
「成果の発表の場」である日本語教育実習についてみていきたい。
　多くの先行研究の研究対象者は、特に、内省モデルの理念に基づく研究において
は、大学の日本語学あるいは日本語教育学専攻の学部生や大学院生であり、かつ、
すでに教員経験のある人たちも多数含まれており、副専攻のような形で学部生が学
ぶ本学とは、さまざまな点で違いがある。つまり、先行研究の大学あるいは大学院
では、主専攻で学んでいるうえ、多くの学生が、現役教員であったり、入学当初か
ら、将来の職業のひとつに日本語教師をイメージしている可能性が高かったりして
いるのである。また、主専攻であることから、履修科目数も多い。さらに、特に大
学院も設置されている大学においては、多くの場合、教育実習も学内で行えるとい
う点も異なる。学内外の留学生等を募って、期間を決めて実習を行うことができる
のである。また、実習指導者も、大学内の教員が行うことができ、授業担当者と同
様の指導者が評価する場合には、クラス内での学びがどこまで定着したのかをはか
ることができる。そして、実習担当者が異なる場合でも、同一の敷地内であるとい
う立地的側面および、同一学内における教育理念の統一という教育的側面から考え
ても、クラス担当者と実習担当者とで連携をとることは、外部の実習先の担当者と
の連携と比べると、さまざまな制約が少ないことが想像できる。
　一方、本学は、教職の授業等と同様、学部での専攻科目の学びの他に履修するも
のとして配置されており、開講科目にも限度があるうえ、将来の職業として日本語
教員を選択しない学生も多い。大学の履修要綱を見てから、本学の日本語教員養成
講座の存在を知る学生すらいる。すると、先行研究は、さまざまな点で大いに参考
になるが、本学に照らし合わせることは難しいと言わざるを得ない。また、本学に
在籍している学部留学生や交換留学生に協力を仰ぐのではなく、日本語学校で現場
の教員と留学生に接し、実際の場を学ぶという経験も、先行研究とは一線を画して
いる。実習生にとってみれば、日頃通学している大学ではなく、全く異なる環境に
身を置き、そこへ実習中通うことは、非常に緊張感をもった時間となり、また、大
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学内では学ぶことのできない多くを吸収できる場ともなる。主専攻ではないにもか
かわらず、毎年、実習生を受け入れてくれる民間の日本語学校がある本学は、非常
に恵まれた環境であるといえよう。
　主専攻であってもなくても、それぞれが利点であり、また、各大学や大学院の特
色を生かした指導法をとっていることは明確であり、どの方法をとっても、実習生
にとって多くの経験ができ、また、有意味な時間となっていることは確実である。
ただし、大学の学内や大学の付属、また、別科ではない国内機関で行う教育実習に
ついて、実習前および実習中、そして実習後のリサーチや研究があまりみられない
というのが現状である。2002 年に国立国語研究所が行った調査によると、教育実
習を行う場所は多いほうから順に、学内（38％）、海外（31％）、学外（28％）と
なっている。海外での実習受け入れ先は、中国、韓国、台湾が多く、受け入れ機関
の 7 割が大学である。また、学外での実習先については、最も多いのが民間の日
本語教育機関で、35％を占めている（山本 2010）。今後、日本語教育実習のあり
方に関するさまざまなデータを、実習生受け入れ校である日本各地の日本語学校か
ら集めることで、多くを得るものと期待する。
３－１．本学における授業の概要
　本学では現在、日本語教員養成講座のさまざまな必修科目のうち２つのクラスで、
現場に対応可能な実践力を養成している。そのクラスでは、教案作成をして、模擬
授業を行い、教員からの講評だけではなく、学生が相互に評価をしあうことを、授
業の軸のひとつとしている。１年次あるいは２年次に履修可能なクラスは日本語の
初級レベルを対象とし、そこで単位を修得した学生が次以降の学年でとれるクラ
スでは日本語の中級レベルを対象とした、教案作成および模擬授業を行うクラスと
している。また、教案作成や模擬授業を行うためには、その課の文法、構文等を正
しく知る必要があるため、他の理論を学ぶクラスで日本語文法を学ぶ時間はあるが、
模擬授業該当部分の文法については、筆者のクラスでも、再度、クラス全員で考え
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ることにしている。その他、日本語教育における概論部分がある程度網羅できるよ
う、教授法の歴史やさまざまなテキスト分析、また、学生の日本語力を上げる練習
等も行っている。
　ひとつのセメスターに一度以上の模擬授業を行うこととし、模擬授業の前には、
担当者が筆者に教案を見せ、個別指導を受け、準備を整えてから、各自 15 分から
20 分程度の模擬授業に臨むことにしている。ただし、事前に、筆者が学生に模範
としての授業を見せることはしていない。それは、筆者の授業が彼らのゴールにな
ってしまうのを防ぐためである。授業の中で、教案作成の手助けとなる映像等を見
せたり、部分的な内容や箇所の手本を示したりすることで、できるかぎり多角的に
説明することを心掛けているが、模擬授業という形での見本は出していない。学生
には、授業中に多く提示されたヒントを基に、各自で日本語教育のために必要な要
素を考えだし、それを教案に示すよう、指示をしている。そうすることで、学生自
身が受け身にならず、自分自身で調べ、考えていくことができるだけではなく、学
生自身の個性が出る授業展開ができるからである。自らが成長するために、自律的
に学ぶ姿勢をもつことで、学生自分自身で考えて自分なりの答えを見つけていくク
ラスをイメージし、展開させている。
　また、教育実習が彼らのゴールとならないようにすることも常に念頭に置きなが
ら、クラスを担当している。例えば、教育実習先で使用するテキストや方法で教案
作成および模擬授業を行うのではなく、世界中の最も多くの日本語教育機関で使用
されていると想定される日本語のメインテキストを用いて、教案作成や模擬授業を
行ったり、テキスト分析をしたりしている。それも、学生の大学卒業後、国内外
のさまざまな学校等や日本語教育機関などで教壇に立つことを見据えてのことであ
る。しかし、筆者の担当は一週間に一度のクラスであり、また、学生の模擬授業は
基本的に１セメスターに一度であること、また、学内の規則により、１年次は、ま
だ他の日本語教員科目を履修することができないことから、１年次で履修している
学生にとって、本クラスでの学びがどの程度深い理解につながっているのか、とい
うのは、常に懸念されることである。そして、週に一度のクラスで、どこまで学生
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の意識を活性化させることができているか、また、学生が自身で目標を設定し、学
び、理解しようという自律心をどこまで引き出すことができるかが、大きな課題の
ひとつであると認識している。
３－２．自律学習について
日本語教員養成課程の講座を履修している学生の多くが日本語教育を受けた経験
がないことから、日本語教育の現場を知らないまま授業を受けているが、４年次の
教育実習時には、日本語教育に関連する知識やその指導法を身につけなければなら
ない。また、日本語教員という職業そのものについて、本講座を履修することにな
ってから初めて知った学生も少なくない。これらのことから、日本語教育の方法
について、順を追って説明し、その指導法の理解と運用につながるような授業をす
ると同時に、日本語教育そのものについてのみならず、日本語教育全般を取り巻く
状況の解説を行う必要がある。そこで、筆者の担当クラスでは、日本語教育の概論、
方法、知識、指導法のスキル等、多くを理解し、身につけることを課している。ま
た、学生の「自律」を促すことを常に念頭に置いている。
・模擬授業までにどのような準備をすればいいのか
・模擬授業ではどのように授業を進めればいいのか
学生自身がこれらを常に考え、自分で自分に問いながら、スケジュールを立て、行
動できるように指導している。
まず、学生が、「模擬授業までにどのような準備をすればいいのか」と考えるこ
とが、すべてのスタートである。しかし、日本語教育の方法を知らない学生にとっ
ては、その足がかりがなければ前に進むことができない。そこで、その教案作成の
前の準備段階として、前述の通り、筆者はクラスでその助けとなる説明をし、映像
なども用いて、ヒントを多く出すことを心がけている。また、彼らの先輩にあたる
学生の教案を見本として提示し、学生が、教案のイメージをつかむことができるよ
うにしている。
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次に、「模擬授業ではどのように授業を進めればいいのか」ということについて
は、学生がお互いの模擬授業を見学しあい、教員のみならず、学生相互で講評をす
ることで、どのような授業が理想か、ということも含めて、クラス全体で理解を深
めることができるようなクラス運営を考えている。その場合、学生は、仲間の模擬
授業をただ見学するのではなく、学生役として、仲間の模擬授業に参加することが
多い。その際、必ず、「発表者のいいところ」「発表した学生自身のいいところ」も
挙げることを課している。日本語教員としての授業の進め方のみならず、「他人の
いいところを見つけ、そこを褒める」ことを忘れないことで、悪い箇所のみを見る
ことを少しでも減らしていきたいと考えている。教員となった場合はもちろんだが、
社会に出て多くの人と接するようになったときに、相手のマイナスの部分だけでは
なく、極力いいところを見られるような眼をもつことは、多角的に相手を見ること
でその人を理解する気持ちを常に持つことになるだけではなく、そこから自分の見
方も広げ、より良い人間関係を構築する手立ての一つともなると考えているからで
ある。また、負の部分を講評する際にも、どのようにすればよかったのか、建設的
な発言をすることを心掛けるように指導している。例えば、「文法の教え方がわか
りにくかった」というのではなく、「この課の文法は〇〇がターゲットなので、こ
こは、△△と指導するとわかりやすくなるのではないか」と、具体的に案を出すの
である。そうすると、講評をする側は、考えながら発言をすることとなり、単なる
批判とはなりにくく、また、講評を受けている側は、よりよい授業にするためのア
ドバイスを仲間から受けているという意識で聞くことができるのである。また、発
表を聞きながら、学生全員が、毎回リアクションペーパーを細かく記入することで、
どのような流れが理想なのかを考え、さらに、模擬授業を行う際のポイントを自身
で見つける手立てともしている。
筆者が行う個別指導の際にも、すべてを教員が「教える」というのではなく、極
力ヒントを出す程度にとどめ、最終的な答えは、発表者が探すようにしている。た
だし、いわゆるティーチャートークといわれる、学習者のレベルや状況等に合わせ
て行う、日本語の語彙や文法等のコントロールについては、特に発表順が若い学生
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は、クラスで説明は行っても理解及び習得は難しいものであることから、教員から
ある程度の答えを提示することにしている。
これらの活動を繰り返し行うことで、自律学習というものを前面には出さずとも、
自ずと自律的に学ぶ学生が増えてくることとなる。学生が自身でスケジュールをた
て、自身で調べ、考え、質問事項もまとめ、わからないところを把握して個別指導
に臨む。そして、指導後、また新たに課題を見つけ、解決に向かうべく、その方法
も自らが探すのである。模擬授業では、自律的に行ってきたことが成功したか否か
が明確になる。そして、模擬授業が終了したと同時に、今度は学生が自分のイメー
ジした通りに模擬授業ができたか、また、準備を行うことができたか等を振り返る
時間となる。見学をしていたクラスメートは、日本語教育の見方や準備の方法等を
すでに学んでいることから、仲間が何にどの程度の時間などを費やして臨んだのか
を瞬時に理解することができる。すると、自分の手本にしたいと感じた仲間の模擬
授業後、準備にかけた時間、何度教案指導を受けたか、模擬授業のために何から作
成を始めたか等、今後の自分の学習の進め方のヒントを、仲間から得るための質問
も出るようになる。これは、共に学ぶ仲間を認め、学習の進め方やマテリアルを共
有する、自律学習クラスの理想の形のひとつといっていいのではないだろうか。そ
して、この自律的な学習が身につくと、大学の他のクラスを受ける際にも、また、
アルバイト等、学生のプライベートにも、好影響を及ぼすことが多くなってくるよ
うである。この、「自律」を学生が意識的無意識的に理解し、体得することで、多
くを学べるようになることが、筆者のクラスの大きな目標の一つである。「自律」
ができることは、学生であっても社会人であっても、皆一様に必要不可欠なもので
あるからである。
自律学習とは、学生自身が学びたいと考えていること、または、学生自身が不足
していると感じていることを自身で挙げ、それをどのように勉強していけば、いつ
までに克服し、自らの目標に到達あるいは近づくことができるのかを考え、自分で
計画をたて、その計画通りにゴールに向かって進めていくものである。そして、自
分で決めた期限で、自分の予定したところまで到達できたかどうか、場合により、
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その途中で振り返り、到達可能かどうかを見極め、必要であれば軌道修正をし、最
終的にゴールにたどり着くことが、本来の「自律」である。学生が、自身で勉強に
対するモチベーションを上げ、計画をたて、マテリアルを探し、その計画を進め、
時にその意識を高めるために、教員がさまざまなアプローチで促すという点におい
ては、本クラスにおいても自律的な学習を行っているといっていいのではないかと
考えている。筆者担当クラスにおいて、「自律」に関するアンケートをとってはい
ないが、本クラスを終えた学生の多くは、その力が身についているように思われる。
「自律」については、改めて、履修した学生の意識を調査し、今後まとめていきた
いと考えている。
４．実習の概要
　教育実習に行く学生は、年度初めに教育実習先へ挨拶に行き、日本語学校の場所
や様子等を知ることになる。現場の教師やさまざまな職員、多くの留学生と会い、
大学の授業では知ることのできなかった部分を学ぶのだ。ただし、近年、すでに実
習前に研修等で実習先へ通っている学生も増えつつあり、学生によって、日本語学
校という機関を知るタイミングは異なってきている。実習期間は本学の夏季休業中
の 1 週間であることから、事前準備や実習が、大学の授業を休まずに取り組むこ
とができることは、大きなメリットであるように思う。本養成講座を開講して 20
年余になるが、その間、数回にわたり、実習校やさまざまな方法、実習日程等に変
更はあるものの、日本語学校で教育実習ができるという点に変わりはない。そこで、
以下は、現在行われている実習の概要を記すこととする。
　実習では、例年、初級クラスにおいては実習のための特別クラスを編成し、その
クラスの学生を対象とした授業を行うこととなっている。月曜から金曜までの一
週間の実習で、実際に実習生が授業を行うのは、おおむね金曜日の 1 コマである。
それまでに、実習生は、実習先のさまざまな先生方の授業を見学し、実習担当の教
員にご指導いただきながら、教案を作成し、修正を重ね、準備をして、発表に臨む。
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多くの場合、グループ発表となり、１コマ 50 分授業を２名から３名の学生で分担
して行う。また、学生によっては、すでに研修等で日本語教育の現場を経験してい
る者もおり、そのような学生に対しては、初級ではなく中級クラスの実習となる場
合もある。そして、その際のクラスは、その日のために編成された特別クラスでは
なく、既存のクラスに実習生が入ることになる。いずれの場合も、現場の留学生に
実際に教える経験をするという点で変わりはなく、大学での学びの集大成であると
いえる。
　実習の教案は、実習先の教員の指導を受けながら作成する。指導を受ける方法は、
実習前は、実習担当者と学生との間で、E メールで行われることが多い。そこに添
付の形で教案を送り、指導を受けている。実習生からは、大学教員にも作成中の教
案が送られるが、大学教員側は、大きなミスや、実習生の勘違い等で実習に支障が
あると考えた部分にのみ、指摘をすることとしている。そして、実習中も、実習生
が実習担当者から直接指導を受け、実習発表の本番に臨む。
　実習当日は、本学から、日本語教育実習関係の授業担当者が赴き、実習発表を見
学する。その後、実習先の担当者、実習生、大学での授業担当者とで、フィードバ
ックを行う。実習生は、後日、自身の実習発表に対するコメントシートを記入し、
実習先の担当者に提出をして、実習担当者は総合的に実習生の評価を出す。また、
実習発表の様子は、本学教員が録画をし、後日、実習生はその録画を見ながらフィ
ードバックを行っている。
５．調査方法およびアンケート項目について
　本校の教育実習校である日本語学校の、実習担当教員３名にアンケート調査を依
頼し、実習前と実習後を思い出す形で、それぞれ、５段階評価をつけてもらった。
実習前後の印象を同時に調査することで、被験者にとっての基準ができるため、各
人ごとの客観的な結果を出せると判断したためである。本アンケートは、結果その
ものは無論だが、同一被験者において、実習指導前後でどのように意識が変化して
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いるか、またどの程度変化しているのかをはかることを主眼において作成した。
　アンケートでは１．～ 13．の項目をたてた。それぞれの問いとその意図は、以
下の通りである。また、考察には出していない回答について、ここに一部、結果を
記している。
１．うまく実習指導ができるか心配だ
　実習担当者に対し大変ぶしつけな項目ではあるが、なぜそのように感じるかを具
体的に記入する欄も設けることで、筆者自身が感じている不安感と重なるかどうか
を知りたいと考えた。大学での学びは、学生なりに精一杯行ってはいるが、現場に
立つにはまだ力も理解も不足している点は多い。実習生がしっかりと理解し、実習
担当者の指導についていくことができるかという筆者の思いは少なからずあるとう
のが実情である。
　その結果、A 回答はすべての被験者が４あるいは５とし、最終的にマイナス値と
した被験者は 1 名であった。これは、実習指導がいかに難しいか、実習指導担当
者の精神面での負担も大きいことを示していると言えよう。ただし、筆者の持って
いる不安感とどの程度重なるかということについてははかることができなかった。
今後対面調査をすることで、さらに深く掘り下げていきたい。
２．実習校と大学との連携は、うまく取れていないように感じる　
はじめに、で記した「共同歩調」は、ここにあたる。しかし、あえて具体的にし
なかった質問の文言のために、コメントとして挙がった回答は、教務面での連携と
とらえたものであった。だが、そこからみえてきたものもある。
実習校と本学とのやり取りは主に E メールになるが、実習校と本校とで、異な
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る立地にあること、また、日本語学校と本校とのスケジュールの違いだけではなく、
さまざまな進め方やシステムが異なることもあり、返信にタイムラグが生じてしま
う。教育面において、連携はスムーズに行われていると感じているかどうか、確認
したく項目にしたが、結果的に、教務面での連携について、貴重な回答を得ること
となった。
３．大学で、日本語教師としての文法等についての考え方を指導しているだろうか
筆者が最も危惧している点のひとつである。学生は、彼らなりに努力をして文法
に対する理解を深めてはいるが、文法を苦手とし、しっかり理解をすることがなか
なか困難な学生も少なくない。しかし、これができなければ、日本語教育実習での
考え方、進め方に支障を生じ、また、実習担当者の指導内容が理解できない恐れも
でてくることから、本来ならば、実習生が確実に理解をしたうえで実習に臨むこと
を希望している。実際に実習生の指導をした担当者は、実習生の文法に関する知識
について、どのように感じているのか、率直に聞きたいと考えた。
４．大学で、日本語教師としての教え方を指導しているだろうか
大学で、教案作成や模擬授業は行っているが、どの程度定着しているのか、また、
大学の学びで身につけたことを発揮できているのか、そして、実習生の、大学での
様子と実習中との比較は困難であるものの、結果として実習担当者の眼にはどのよ
うにうつっているのだろうか。本学ではうまくできていたものが、実習では充分に
行えなかったということもある。また、本学では基盤にしていたものが、実習では
それが有効ではないとされたものも、ここには含まれる。いずれにしても、実習先
でこの項目に対する結果が低ければ、筆者の、大学内での授業のあり方を再考する
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と同時に、実習先の担当者と、さまざまな点で相談をし、再度、意思の疎通をはか
る必要があろう。
５．大学で、教育実習に対する取り組み方を事前に指導しているだろうか　　
　４．に準ずる項目である。４．は、日本語の指導そのものに対して、５．は、日
本語教育実習に対する心構え、また、「教える」ということ以外の準備等全般が含
まれている。遅刻をしてはならない、指示を待つのではなく自分から仕事を見つけ
る等、本学でのクラスでも幾度も話をしてはいるが、実習生は、それを実践できた
かどうか、また、筆者の考えが学生に届いているかどうかということについても、
みることができるかもしれない。
６．実習中、実習生の、仲間同士の人間関係がうまくいくかどうか気になる
大学での模擬授業は、仲間と相談をすることは認めつつも、最終的には学生が一
人で教案を作成し模擬授業を行うのだが、教育実習ではグループ単位での発表とな
る。そのグループ分けは、実習担当者の決定によるもので、そこで初めて、授業の
ために新たな人間関係をつくることが求められる。実習生同士は、大学内でも同じ
クラスで学んできた仲間が多いことから、お互いに助け合い、学びを深め合ってき
ており、すでに人間関係はできているといえる。しかし、それは同じ授業をとって
いる仲間であるという認識であり、また、そこでできた人間関係は、個々人でのも
のであって、模擬授業という課題を達成するためにつくられたものではない。その
ため、初めて、同じゴールに向かってのチームワークが必要となる。しかし、真剣
になればなるほど、感情的になることもあるだろう。実習で初めての共同作業であ
ることから、実習のグループおよび担当箇所が決まり、実習者同士でさまざまに意
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見交換をしていく中で、常にスムーズに事が運んだだろうかという懸念は少なから
ずある。そこで、実習担当者は、実習生を直接指導しながら、グループ内でのさま
ざまな人間関係に変化があったとき、また、不協和音が生じたとき等に、何か気づ
きがあるのではないかと考えた。
７．実習中、実習生の、実習校の教職員との人間関係がうまくいくかどうか気にな
る　
現場の人たちとのかかわりの大切さを、実習生はどこまで理解しているだろうか。
また、理解はしていても、それを実際に行動にうつすことができただろうか。実習
先の教職員とのやり取りは、日本語学校という職場における社会人とのコンタクト
であり、実習生には新たな社会体験となる。お世話になっている人たちとの人間関
係をいかに良好に保つかということは、非常に大切なものであるが、そこに大きな
トラブル等はなかったか、これは、現場にいる人にしか知りえないことである。ま
た、もしトラブル等があった場合、それはどんなものであるか、実習生はどのよう
に対処したか、等も知ることができればと考えた。
８．実習中、実習生の、実習校の学生との関係がうまくいくかどうか気になる　
実習校の留学生との良好な関係を築けるか否かは、教育実習を成功させる大きな
決め手のひとつとなるといえるだろう。もちろん、留学生の顔色を見て授業をする
ことがあってはならないが、実習先の留学生とコミュニケーションをとることで、
クラスの雰囲気や様子だけではなく、留学生個人の性格等も知ることができる。ま
た、留学生が実習生を受け入れるか否かは、特に実習生が、実習発表で自分の教案
の通りに進められるかどうか、大きく関係してくるものと思われる。これは、実習
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発表の際に見知らぬ留学生を担当する場合でも同様である。つまり、どのように
ファーストコンタクトをとればいいかを学ぶ貴重な 1 週間であるともいえる。ま
た、１週間の実習で、もし仮に、実習生が自分のことしか考えられなかったり、実
習生同士あるいは教職員とのコミュニケーションに力を注ぐのみで、留学生との交
流をおろそかにしてしまったりしているようでは、本当に大切にすべき対象を見失
っているともいえる。だが、実習生が自身の教育実習での発表にのみ集中してしま
い、留学生への配慮に欠けることがあるかもしれない。また、意図していないこと
で留学生との関係に亀裂を生じさせてしまわないとも限らない。しかし、実習生が
留学生と良好な関係を築けなければ、実習のみならず、社会人として、人間関係の
築き方を成功させることが難しいと想像できる。現場で、実習生は、もっとも大切
に時間を過ごすべき相手とどのようにコミュニケーションをとったのか、それが実
習担当者にはどのようにうつったのかを調査することとした。
９．実習生に、多くのことを教えたい　
実習担当者は、授業の進め方の他に、日本語学校で行うべき事務等、授業以外の
さまざまな業務をはじめ、多くのことを指導したいと考えている旨は、過去の担当
者との情報交換の際に聞いている。では、実習生を受け入れる前と後とで、実習担
当者の考えに変化があったか否か、また、もし変化があった場合、それはなぜなの
か。実習生の見識が高く、実習担当者が指導したいと考えていたことがその通りに
行えたか、反対に、想定していたことができなかったか等、実習担当者の考えを知
りたいと考えた。
10．実習生が、うまく実習発表ができるか心配だ
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実習担当者が指導したことを完全に理解し、自分のものとして吸収し、実習発表
に生かすことのできる実習生が毎回どの程度いるのか、というのは、大学でのクラ
スを担当している筆者にとって、毎回懸念していることのひとつである。そして、
日本語学校で、実際に留学生を相手にしながら、実習生が自分の作成した教案の通
りに進めることができるかどうか、また、それを、実習担当者の指導の通りに行う
ことができるかどうか、というのは、実習生もさることながら、実習担当者にとっ
ても、同様に気にかかるところである。実習発表が集大成となるため、不安と期待
とがもっとも大きくなる時間であるといえる。
11．実習が 1週間は短い。もっと現場に立たせたい　　
本学の実習生が教育実習を行う日本語学校における教育実習期間は 1 週間である。
もちろん、それ以前から、教案指導等で、実習担当者はじめ、日本語学校の教職員
には多くを教わるが、実習生が実際に留学生と接し、現場に身を置いて行動をする
のは１週間である。また、実習発表は、主に、最終曜日の 1 コマの中の与えられ
た時間となる。期間だけでみると、決して長くはない。一方で、実習生が実際のク
ラスを担当することに、多くの時間を割けられないという問題もある。では、この
期間を、現場の実習担当者はどのように考えるか。
12．実習が 1週間は短い。もっと事務処理等の業務も経験させたい　
本校の実習先では、教案作成や教育実習発表の他、事務処理等、日本語学校での、
授業以外に関わるさまざまな業務の経験ができる。しかし、これも、実習生にとっ
ては初めての経験であることが多く、1 週間では、業務に慣れたころに終わってし
まうと感じる実習担当者も少なくないのではないか。
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11．および 12．ともに、被験者すべての数値が変わらず、結果はゼロ値であっ
た。しかし、数値には被験者ごとに差異があったことから、それぞれ実習担当者に
よって、感じ方は異なっているものと推測できる。
13．実習が 1週間は短い。日本語教師として文法等についてもっと考える時間を
つくりたい　
日本語を指導する際に必要なのは、まず、指導者の、文法に対する深い理解であ
る。大学でも指導は行うが、すべての文法項目について学ぶことはできず、また、
実習発表の項目や、教育実習中の、日本語教員のクラスの見学の際に必要な知識等
を、実習生が完全に身につけた状態で行うことは考えにくい。すると、教案を作成
したり、指導を受けたりしながら、実習発表の課の文法を習得することになる可能
性が高い。だが、それだけでは体系的に文法を理解したとはいいがたい。大学で指
導を行っている筆者が常に感じていることであるが、これは、日本語学校の実習担
当者のみならず、実習先の教職員すべてが感じていることであるのではないだろう
か。
50　日本語教員養成課程における教育実習先との連携
６－１．調査結果
調査結果は、以下の通りである。
【B-A】
　本グラフは、実習指導前後の見解を比較し、その前後でどの程度意識が変化した
のかを数値化したものである。被験者一人一人のデータをすべて分析し、それぞれ
の意図も探りたいと考えたが、調査対象が少ないこと、また、本調査から個人の見
解が表されるものとなることを目的としたものではないことから、その分析は、こ
こでは行わないこととした。
　本考察では、外れ値と、また、被験者全員が異なる結果を出した項目に注目し、
そこからはかれる実習の問題点を探りたい。また、ここで得た考察を、今後の大学
内での授業の進め方の指針にしたいと考えている。項目により、被験者ひとりひと
りが感じた印象がそれぞれ異なることも本調査で判明したことから、その背景は今
後、対面調査を行うことで、より具体的にし、改めて記すことにしたい。
　グラフでマイナスポイントが大きければ大きいほど、実習担当者の、実習前より
1． 2． 3． 4． 5． 6． 7． 8． 9． 10．11．12．13．
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も実習後の方の見解が小さくなることを表している。例えば、項目１．の「うまく
実習指導ができるか心配だ」がマイナスポイントであるということは、実習前より
も実習後のほうがその意識が弱くなくなっている、つまり、「心配」の度合いが少
なくなっていることを示している。
　今回注目した項目は、アンケート番号３．、６．、８．および 10．である。これ
らは、被験者の個人差が見られた項目であるが、その回答傾向に着目したものもあ
る。単なる個人差ととらえていいものなのかどうかを考えていきたい。なお、１．、
５．、７．は、外れ値と考えられ、真意を明らかにするため、特に対面調査を必要
とするものとなった。
　今回の被験者は、2009 年度から 2016 年度まで実習校で実習担当をした教員す
べてである。毎年指導者が変わるということではなく、多くの場合、前年度と同じ
教員が担当している。本アンケートは、年度ごとの回答ではない。つまり、延べ人
数ではなく、指導者一人につきひとつの調査であったことから、実習担当者によっ
ては、数年分を集約した形となっている。さらに、すでに退職している指導者もい
ることから、母数が小さくなったという事情もある。だが、大きな外れ値がなかっ
たことを見ると、傾向および実習指導者の意向が反映されたものといっていいだろ
う。
６－２．考察
A.
３．大学で、日本語教師としての文法等についての考え方を指導しているだろうか
B.
３．大学で、日本語教師としての文法等についての考え方を指導しているだろうか
３－１．の「本学における授業の概要」でも簡単に記したが、本学では、文法に
ついて学ぶ時間が他にあり、そこで学生は、文法に関する様々な知識を得ることに
52　日本語教員養成課程における教育実習先との連携
なる。しかし、教案作成部分については、日本語教員として、その課の文法、構文
を正しく知る必要があるため、再度、筆者のクラスでも全員で考え、さらに深い理
解を獲得することにしている。だが、それでも、会得が難しい学生は少なくない。
理由はさまざま考えられるが、大きな要因としては、学生によっては、文法が苦手
であること、また日本語教育を受けたことがない学生にとって、日本語教員として
の文法の考え方や指導の方法を理解し、身につけることが容易ではないことなど
が挙げられよう。日本語教員とは、「日本語を教える」ことが仕事のひとつであり、
業務の中でも大きな部分を占めるが、その前にやるべきことがある。それは、自身
で、対象の文法を理解し、その上で、留学生にどのように指導すればいいのかを考
えるというステップを踏むことである。これらを大学では指導していくが、日本語
教育そのものを初めて学ぶ学生にとっては、理解すべき内容が多岐にわたり、さら
に同時進行で日本語教育の仕方を身につけていかなければならないため、文法の正
しい理解に到達することが難しい学生も多い。また、理解はしても、それは大学内
で学んだ文法のみであり、それ以外の項目については、自身での調べ方や理解の仕
方が身についていない学生もいると言わざるを得ない。それぞれの被験者の回答の
値が異なっていたことから考えても、実習担当者によっては、大学の文法指導のあ
り方に何かしらの思いがあるのではないかと推測ができる。筆者は今後、今まで通
り、教案作成指導および模擬授業に力を入れつつ、‘文法の考え方’ を、学生がしっ
かり身につけられるようにするとともに、学生の深い理解に及ぶよう、改めて学内
での授業のあり方と展開方法を考えていかなければならない。
A.
６．実習中、実習生の、仲間同士の人間関係がうまくいくかどうか気になる　
B.
６．実習中、実習生の、仲間同士の人間関係がうまくいったかどうか気になる
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　今回のアンケート結果で最も注目すべきは、この６．である。プラス値になって
いるということは、つまり、「気になる」度合いが、実習前よりも実習後の方が高
くなったということである。本学では、教案作成も模擬授業も、個人で行うことを
指導している。これは、どの機関においてもひとりで日本語教育ができるようにな
ることを見据えてのものである。そのため学生は、自分のペースで調べ、授業プラ
ンをたて、まとめることとなる。しかし、教育実習では、多くの場合、グループで
ひとつのクラスを担当するため、授業の構想を練る必要から、共同作業を行うこと
になる。また、教案の流れ等、大枠を作成する際も、同じ単元を発表する仲間と連
携をはかることが求められる。その際、意見が衝突することも想定できる。また、
作成した教案を、誰が PC でまとめるか、また、誰が代表して、日本語学校の実習
担当者に送るか等、決めなければならないことは多くある。
　また、もう一点、考え得ることとして、実習中は、常に仲間と行動を共にするこ
とから、大学における生活では見えなかった面を知ることになり、そこから、新た
な人間関係が生まれる可能性もある。３－２．の「自律学習について」でも述べた
が、大学における筆者の授業の中では、相手のマイナスの部分だけではなく多角的
に相手を見ることで、お互いの良い面を見つけることを、良い人間関係を構築する
手立ての一つとしている。実習中も、留学生に対してだけではなく、仲間にも同じ
ようにそれを意識してほしいと願うのだが、実際はどうだったのだろうか。阿曽村
（2016）では、実習生に同内容の調査を行った結果、このポイントはマイナス値と
なっており、表面的には問題がないように思える。しかし、今回の指導教員たちの
アンケートからは、実習生の人間関係の構築のしかたに、もしかしたら多少の混乱
があったのかもしれないと類推することができる。
　それまでは共に実習に進む仲間として大学で接していた友達が、実習先で、授業
という仕事を共に進める仲間となったことで、お互いの新たな面を見ることになる。
実習というのは、まず、自分の発表を成功させ、自分の一週間を満足のいくように
過ごすことが第一である。しかし、自分のことだけを考えていていいわけではない。
周りを見て、お互いを配慮しながら行動しなければならない。だが一方で、実習前
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からの教案作成や実習期間を含め、さまざまな準備等でお互いの意見が交錯するこ
ともあるだろう。実習生と実習担当者とで見解の相違が見られた調査結果でもあり、
また、実習生同士のことであるために実習担当者も筆者も介入が難しい部分でもあ
ることから、今後、大学の授業内で、どのようにアプローチをしていくか、改めて
考えるべき点となった。
A.
８．実習中、実習生の、実習校の学生との関係がうまくいくかどうか気になる　
B.
８．実習中、実習生の、実習校の学生との関係がうまくいったかどうか気になる
　
　６．と反対の結果が数値として表れたのが８．であるといえる。最も大きなマイ
ナス値となったということは、被験者にとって、「気になる」度合いが、実習前よ
りも実習後の方が低くなったということであるが、つまりそれは、実習前は「気に
な」っていたが、実習後にはその不安が軽減されたということを表している。実習
生と日本語学校の留学生との関係は筆者も懸念していることのひとつではあるが、
実習担当者にとっては、さらに憂慮するもののひとつであることは容易に想像が可
能である。その数値が、被験者の 66％がマイナス値とし、それ以外の被験者もプ
ラスマイナスゼロと、総体的に最も大きなマイナス値となったということは、実習
担当者にとっても筆者にとっても、杞憂に終わったことを表しているといっていい
だろう。
A.
10．実習生が、うまく実習発表ができるか心配だ　
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B.
10．実習生が、うまく実習発表ができたか心配だ
　
　すべての被験者の A の数値が４あるいは５であり、実習前の「心配」が大きか
ったことがうかがえる。また、被験者すべてがマイナス値あるいはゼロ値であり、
数値はそれぞれ異なるものの、実習後はその「心配」が多少なりとも軽減されたこ
ともわかる。しかし、さほど大きなマイナス値とはなっていない。最も大きな差で、
マイナス２ポイントである。
　「うまく」というアンケート項目の文言の解釈が人によってさまざまにできるも
のであったことは、筆者の反省点である。だが、今回の結果から、実習担当者にと
って、実習前の不安は大きく、その不安感は、実習後も消えることはないというこ
とがわかる。今後は、いかなる点において特に不安要素が大きく、実習後にはどの
ような箇所に対してその思いが払拭され、一方、どんな点が「心配」材料として残
ったのか、被験者と対面調査をすることで、より具体的な事情を明らかにしていき
たい。
７．最後に
　本学における筆者担当のクラスでは、学生が、教案作成ができ、そして模擬授業
を行うことができるようになるための指導が必須である。そして、教案作成と模擬
授業の他、日本語教育に必要な知識のレベルにおいての文法理解のための勉強と、
３本を軸にして進めている。だが、すべてが教育実習までにどの程度定着するのか、
そして、実習でその知識がどの程度生かせるのかというのは、毎年の課題である。
特に、文法面は、大きな懸念要因であるといわざるをえない。今回のアンケートで
は、実習担当者にとって、実習生の文法の理解が大きな不安点であるという数値に
は至らなかった。しかしそれに安堵してはいけないように思う。なぜなら、実習生
の文法の理解に対する項目では、被験者の回答値がそれぞれ異なっていたことから
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もわかるように、ただ単に、大きな不安点がみとめられる結果にはならなかっただ
けであり、実習生の文法に対する理解の程度については、被験者がそれぞれ感じて
いることはあることがわかったからだ。だが、大学の授業の中で、文法にだけ重き
を置くこともできない。そのため、大学のクラスにおいて、学生は、教員からの指
導を受け身で待つ学びの姿勢をもち、そこで学んだことだけに満足するのではなく、
教員が自律を促し、より、学生自身が自ら学ぶ姿勢をもつクラスにしていく必要が
ある。その働きかけを、今後も続けていきたい。具体的には、まず、日本語教育に
おける文法の理解とその運用の仕方とをゴールにした動機づけを行っていきたいと
考えている。
　本アンケートの自由記述欄に、「教育実習をするからには、実習を受けた人全員
に日本語教師になってもらいたい」という主旨のことを書いた被験者がいた。本校
において日本語教員養成講座を履修する学生は、すべてが日本語教員になるわけで
はない。大学での授業担当者も、日本語教員は、学生にとって、将来の職業の選択
肢のひとつである、という認識をもっている。だが、それは、日本語教員になるこ
とを否定しているのではない。学生に、多くの選択肢を提供し、そのなかから、自
分にあう職業や職種を見つけてほしいのである。時代や世の中の動きに影響を受け
やすい仕事であるだけに、日本語教員を選択する学生も、一定しない。しかし、最
終的に、日本語教員を選択する学生がいるだけではなく、それが毎年増えていけば、
大学学内における本講座の存在意義も、より強くなっていく。今回のアンケートを
通して、実習受け入れ校に、そのように考える教員がいるということを初めて知る
こととなった。将来の職業として最終的に日本語教員を選ぶか否かは、学生とその
周りの環境等で決まることでもあるため、強制はできない。しかし、実習先へ送り
出す際に、筆者自身も、改めて、気を引き締める機会ともなった。また、大学での
クラスにおいて、実習先の教員の意向を伝えることで、学生も、実習に対してより
よい緊張感をもち、いいかげんな気持ちで実習に臨むことのないようにしながら、
実習までの貴重な準備期間を過ごすことができる。実習担当者の先の所見は、筆者
の、今後のクラス展開の仕方の、ひとつの指針ともなるコメントと受け取っている。
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　本調査で、はからずも、日本語学校と本学との教務面での連携について、被験者
の思いを知ることができたことは、本学にとって大きな収穫である。実習生や、本
学における実習に向けた指導にのみ目を向けがちであるが、今後もいい連携で実習
を行うためには、もっとも大切にしなければならないところのひとつである。授業
を担当する者という視点だけではなく、多角的に見ていくことが必要である。今後、
実習校とよりよい関係を築いていくために、そして、より有意義な実習にするため
に、調査を続けていきたい。
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（付）
　アンケート用紙および項目
A. 教育実習をご指導くださる前の気持ち・考えを思い出してください。１～５段階で、非常に
そう思ったら５、少しそう思ったら４、どちらとも思わなければ３、あまりそう思わなかった
ら２、全く思わなかったら１を、（　　）に書いてください。
１．うまく実習指導ができるか心配だ　（　　　　）
→「どのような点が」 / 「なぜ」等具体的に
２．実習校と大学との連携は、うまく取れていないように感じる　（　　　　）
→「どのような点が」 / 「なぜ」等具体的に
３．大学で、日本語教師としての文法等についての考え方を指導しているだろうか　
　　（　　　　）
４．大学で、日本語教師としての教え方を指導しているだろうか　（　　　　）
５．大学で、教育実習に対する取り組み方を事前に指導しているだろうか　（　　　　）
６．実習中、実習生の、仲間同士の人間関係がうまくいくかどうか気になる　（　　　　）
７．実習中、実習生の、実習校の教職員との人間関係がうまくいくかどうか気になる
　　（　　　　）
８．実習中、実習生の、実習校の学生との関係がうまくいくかどうか気になる　（　　　　）
９．実習生に、多くのことを教えたい　（　　　　）
→「どのようなことを」 等具体的に
10．実習生が、うまく実習発表ができるか心配だ　（　　　　）
11．実習が 1 週間は短い。もっと現場に立たせたい　（　　　　）
12．実習が 1 週間は短い。もっと事務処理等の業務も経験させたい　（　　　　）
13．実習が 1 週間は短い。日本語教師として文法等についてもっと考える時間をつくりたい
　　（　　　　）
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→他、どのようなことでも、コメント等がありましたら具体的にお願いします
B. 教育実習をご指導くださった後の気持ち・考えを思い出してください。１～５段階で、非常
にそう思ったら５、少しそう思ったら４、どちらとも思わなければ３、あまりそう思わなかっ
たら２、全く思わなかったら１を、（　　）に書いてください。
１．うまく実習指導ができたか心配だ　（　　　　）
→「どのような点が」 / 「なぜ」等具体的に
２．実習校と大学との連携は、うまく取れていないように感じる　（　　　　）
→「どのような点が」 / 「なぜ」等具体的に
３．大学で、日本語教師としての文法等についての考え方を指導しているだろうか
　　（　　　　）
４．大学で、日本語教師としての教え方を指導しているだろうか　（　　　　）
５．大学で、教育実習に対する取り組み方を事前に指導しているだろうか　（　　　　）
６．実習中、実習生の、仲間同士の人間関係がうまくいったかどうか気になる　（　　　　）
７．実習中、実習生の、実習校の教職員との人間関係がうまくいったどうか気になる
　　（　　　　）
８．実習中、実習生の、実習校の学生との関係がうまくいったかどうか気になる　（　　　　）
９．実習生に、多くのことを教えたかった　（　　　　）
→「どのようなことを」 等具体的に
10．実習生が、うまく実習発表ができたか心配だ　（　　　　）
11．実習が 1 週間は短かった。もっと現場に立たせたかった　（　　　　）
12．実習が 1 週間は短かった。もっと事務処理等の業務も経験させたかった　（　　　　）
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13． 実習が 1 週間は短かった。日本語教師として文法等についてもっと考える時間をつくりた
かった　（　　　　）
→他、どのようなことでも、コメント等がありましたら具体的にお願いします
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